
多文化共生マネージャーについて
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令和８年４月時点 タブマネ現況
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タブマネの活動

京丹後市による「京丹後市多
文化共生推進 プラン」の策定
(H27.3月) に際して、タブマ
ネである京丹後市国際交流協
会の職員の方がご尽力されま
した。

子ども自身が進学・就労を考え
る機会を創出するため、外国に
ルーツを持つ先輩たち等と話す
機会を設ける「進路ガイダン
ス」や「キャリアデザイン研修
職業人と語る会」の実施に際し
て、タブマネである滋賀県国際
協会の職員の方がご尽力されま
した。

30名のタブマネが協議会(「タ
ブマネ中国」)を組織、協働し
て同地方の各地域における多文
化共生の取組を推進しています。

例・出雲市：「やさしい日本
語寄席」と併せて実施した「み
んなで楽しむ交流会」でタブマ
ネが講師となり「やさしい日本
語」で交流を図りました。
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タブマネになるには

地方公共団体職員、地域国際化協会・市区町村国際交流協会の職員等で、

多文化共生施策を担当している者（原則、実務経験１年以上）

多文化共生関連で地方公共団体や地域国際化協会と

協働実績があるNPO・NGO職員（地方公共団体や地域国際化協会から推薦を受けること）

(１) 「多文化共生マネージャー養成研修」の修了
(２) 課題研究の修了
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課題研究

当協会指定の様式にて、

所属地域の外国人状況

についてまとめます。

相談体制や日本語教

育や労働環境、災害時

の支援体制等について

調べ、地域課題を見つ

けてその解決策を研修

で学びます。

①事前課題
（実態調査）

事前課題で見つけた課

題を解決するための方

法を考え、まとめます。

研修で学んだことを

踏まえ、最終課題に向

けて資料やデータ、参

考事例やエビデンスを

準備します。

②中間課題
（事業計画書） ③最終課題

（映像制作）
地域課題とその解決策

についてのプレゼン

テーションを映像形式

で提出します。

プレゼン動画は参加

者間で共有し、互いに

評価しあうことで課題

修了と認めます。

次の３つの課題を提出した方を、
タブマネとして認定します。
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タブマネ認定までの流れ
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タブマネ認定されたら…

タブマネのモチベーションの向上や、スキルアップを目的とした、
地域～全国レベルでの担い手のつながり強化を目指した研修を行っています。

全国各地のタブマネとつながれます！

市民国際プラザが発行しているメルマガやホームページでタブマネを紹介しています。
事業のPRにぜひご活用ください！
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クレア多文化共生部 X@CLAIR_tabunka
https://x.com/clair_tabunka

クレア多文化共生部 Facebook
https://www.facebook.com/tabunka.clair

多文化共生に係る情報を毎日更新しています

多文化共生マネージャーの情報
https://www.clair.or.jp/j/multiculture/jiam/tabumane.html

多文化共生マネージャー養成研修について
https://www.clair.or.jp/j/multiculture/jiam/tabumane_yousei.html
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